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A Study of the Relationship between the Necessity of Cooperation with the Outside
Related Agencies and the Interest in Support for Infants with Developmental
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園 田 貴 章98
表1 「子ども発達支援士養成プログラム」の受講登録状況
基礎プログラム 学生プログラム 卒後プログラム 合計
平成25年度 378名 ― ― 378名
平成26年度 150名 27名 39名 216名
平成27年度 168名 3．5名 21名 224名




















































































的に関わろうとする力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
2．発達障害の可能性のある子どもや保護
者のニーズを正しく理解しようとする力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
3．発達障害の可能性のある子どもの個人
情報を適切に扱う力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
4．発達障害について自ら学んでいく力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
5．発達障害の特性や経過についての理解 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
6．発達障害の特性に配慮した健康の保持
及び安全についての理解 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
7．発達障害の可能性のある子どもの行動
と心理についての理解 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
8．発達障害の可能性のある子どもの個別
の障害特性に配慮した保育方法の理解 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
9．発達障害に関する福祉制度についての
理解 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
10．発達障害の可能性のある子どもの特性
に合わせて、保育環境を構成する力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
11．発達障害の可能性のある子どもの特性
に配慮したコミュニケーション力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
12．発達障害の可能性のある子どもの特性
に配慮した遊びを展開する力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
13．発達障害の可能性のある子どもの教育
や保育を振り返り修正する力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
14．発達障害の可能性のある子どもを集団
に適応させる力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
15．周囲の子どもたちに障害の理解や関わ
りを促す力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
16．発達障害の可能性のある子どもの保護
者の思いを理解する力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
17．発達障害の可能性のある子どもの保護




10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
19．園内で同僚の保育者等と協働する力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
20．小学校や専門機関と連携する力 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
21．外部との連携のもと支援計画を策定す



























































































































園 田 貴 章104
きく影響している可能性が示唆されたので、養成機関としては、地域の外部関係機関等についての情報提
供や教育をより充実させることが求められる。2014（平成26）年度末に、基礎資格と本資格の認定を希望
する学生131名に対して、「基礎知識確認テスト」を実施した。小児保健分野から12問、心理分野から8問、
保育・教育分野から15問、福祉・家族支援分野から10問出題した。出題形式は〇×問題である。福祉・家
族支援分野の正答率が63．4％であり、他の分野と比べて低かった。「子ども発達支援士養成プログラム」
においては、地域の外部関係機関に関する情報提供も含めながら、福祉・家族支援に関する教育の全体的
な充実を図ることが必要である。山本らも同様に、「地域の社会資源を活用しながら援助を行う、いわゆ
る社会福祉援助の知識や技術」を養成課程に取り入れるようにするべきと述べている。〔山本他 2006；
54〕
また、低群は発達障害のある幼児への支援への関心度が低いとの分析結果であったが、「講演会、研修
情報の提供」を強く希望しているので、その研修ニーズに応えることが大学にも求められている。
高群は、大学・短大に対して、「専門家の日常参観」と「園内研修への専門家派遣」を高く求める傾向
がある。久保山らは調査結果に基づき、外部関係機関が係る場合は、「『気になる子ども』についても『気
になる保護者』についても、幼稚園と保育所で、また、公立保育所と私立保育所とで保育者のとらえ方は
異なっている。これらを、幼児の機関として同一に考えるのではなく、機関の属性によって差異があるも
と捉えて置く必要がある。」と述べている。〔久保山他 2009；72〕また平澤らは「専門機関の支援の仕方
として、当該場面で主に支援を実行できる人およびその対象となる人が確実に実行できること」を明確に
することが不可欠と述べている。〔平澤他 2001；17〕
幼稚園等と外部関係機関等の連携を長続きさせるためには、支援方法等の押しつけを避け、幼稚園等の
主体性を尊重することが外部関係機関等には求められよう。
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